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図1．下総層群藪層に見られるS. phiale．A．内部に生息姿勢を示すナミガイ化石（Panopea shell）を伴う．市原市瀬又．層理に垂直な断面．
B．層理に斜交する露頭面を上方から見たところ．ラミナの形態から，ナミガイが，上方だけでなく，背縁方向（図左上方向）にも移動し
たことが分かる．木更津市宿．硬貨は直径2.4 cm．

Scalichnus phialeは層理に対してほぼ垂直に伸長する，
細長い袋（サック）型の生痕化石で，典型的には円形あ
るいは楕円形の断面を有する（図1, 2）．内部にはメニス
カス構造が発達することもある（図1B）．房総半島の浅
海成更新統に見られるS. phialeは，最大高60 cm以上に
達し，しばしば生息姿勢を示すナミガイPanopea japonica
の体化石あるいはその印象を包含する．

このS. phialeは，ナミガイ類（図3）が堆積作用や浸
食作用に伴う海底面の昇降に応答して生息位置を調節す
ることで形成されたものと考えられている（Kondo, 1998; 
Hanken et al., 2001）．ナミガイ類の成体は足が著しく退

化するため，移動の際には水の噴出（図3）による堆積
物の液状化を利用している可能性が指摘されているが

（Hanken et al., 2001），その詳細はわかっていない．
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図2．藪層Yb-4テフラ直下に見られる2個体のS. phiale．生痕形成に伴い，火砕物が下方の堆積物中に鋤き込まれている（図中やや黒っぽい
部分）．いずれにもナミガイの印象（IP）が見られる．木更津市宿．層理に垂直な断面．

図3．ナミガイの生体．A．飼育下にあるナミガイの水管．生息時には水管の先端が海底面上に伸びる．入水管（手前側）先端の直径が約2 cm．
B．水槽から取り上げると，前方にある外套膜の穴（pedal aperture）から勢い良く水を噴出する．足が矮小化したナミガイは，この水流を
もちいて基質を液状化させ，生息位置の調節に利用している可能性が高い．


